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実習の事前･事後指導に関する研究(Ｖ）
－保育実習における１．２年次学生の不安意識とその問題について－
斉藤葉子
大木みどり
幼児教育科
幼児教育科
(2007年10月１日受理）
〔要約〕
本学では平成17年度より、２年次に実施していた「保育実習保育所」を１年次に実施するように変更
した。本研究(Ｖ)では、保育実習に対する１年次学生の不安感についてその実態を探るため、平成17年
度１年次学生と平成18年度１年次学生に対し、アンケート調査を実施した。
さらに、平成18年度２年次の学生に対しても継続してアンケート調査を行い、１年次の結果と比較検
討した。
結果は以下の通りである。
１）１年次学生の実習における「不安項目」の回答数の多い順に見てみると、平成17年度は「日案の
作成｣、「日誌の書き方｣、「教材研究」であり、平成18年度は、「対象児の理解｣、「対象児との関わり
方｣、「実習生としての適切な態度・行動｣、「対象児とのコミュニケーション」である。
２）平成17年度１年次学生と平成18年度２年次の学生の不安項目を比較した結果、
①最も変化した不安項目は「教材研究」である。１年次では65％が「できない」と回答しているの
に対し、２年次では29％と減少し、大きく変化している。
②「実習に対する自信」の項目については、１年次では73％「まだ自信がない」と回答しているの
に対し、２年次では63.6％で、１０％しか改善されておらず、「実習に対する自信」を得ることの難
しさを示している。この改善のためには、更により実践的な実習のための「事前指導」充実を図
る必要がある。
Ｌはじめに
これまで、筆者らは、「実習の事前・事後指導に関
する研究」（１）から（Ⅳ）において、保育実習及び
教育実習における「実習前の学生の意識と保育所実習
の事前指導｣、「模擬保育や教材研究の実習における効
果｣、「保育所実習における責任実習の問題と課題｣、
「教育実習における学生の不安意識と事前学習及び指
導」について探ってきた。その結果をもとに実習指導
上の問題点や課題を探り、授業内容の検討や実習指導
の充実を図ってきた。
平成15年度より保育所実習Ⅱ、またはⅢが選択必修
となったため、２年次に実習が集中したのを避け、平
成17年度よりｌ年次学生に「保育実習保育所」を実施
するように変更した。そのことにより、これまでの授
業内容や計画、さらに実習指導内容や指導計画を再検
討する必要が生じてきた。１年次に保育所実習が移行
したことにより、実習に対する不安感が強まっていく
ことが予測され、不安の実態を探る必要を感じた。そ
こで、平成17年度・平成18年度の各１年次学生に対し、
保育所実習後にアンケート調査を実施し、「保育所実
習保育所」に対する学生の不安意識や問題点、課題等
を探った。さらに平成18年度２年次の学生に対して
も継続してアンケート調査を行い、１年次の結果と比
較検討した。
本研究では、これらのアンケート調査結果を踏まえ
１．２年次学生の実習における課題や問題点を明らか
にし、実態に即した指導の方向性を探る。
Ⅱ、目的・方法
本研究の目的は以下の問題を明らかにすることであ
る。
１．平成17年度、平成18年度１年次保育所実習後の学
生の不安の実態を調査し、不安の内容を明らかにす
る。
２．平成17年度１年次学生と、平成18年度２年次学生
（平成17年度入学生）の実習に対する不安内容の実
態を比較し、問題点を探る。
以上の目的のために、以下のアンケート調査ＡＢ.
Ｃを行った。
(1)対象者一Ａ－本学平成17年度１年次学生142名(在
－１８３－ 
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籍数)、回答数138名（回収率97.2％）
Ｂ一本学平成18年度１年次学生139名(在
籍数)、回答数138名（回収率99.3％）
Ｃ一本学平成18年度２年次学生（幼児教
育コース）120名（在籍数)、回答数107名
（回収率89.2％）
(2)期曰－Ａ-2006（平成17年）２月６日、
Ｂ-2007（平成18年）１月26.30日、
Ｃ-2007（平成18年）２月２日
(3)手続き－アンケート用紙（別紙参照）を授業時間
に配布し、回収。記名方式 図１－１実習前に最も不安に感じるもの（平成17年度）
Ⅲ結果と考察
１．平成17年度・平成18年度１年次学生「保育実習」
後の不安の実態調査結果
(1)不安に感じる実習種別について
図１－１より、平成17年度１年次学生が最も不安
を感じる実習は施設実習で、４５％、２番目が教育実
習で37％、３番目が保育実習18％である。また、図
１－２より、平成18年度１年次学生は、前年度１年
次学生と同じ施設実習に対しては45％で、２番目が
教育実習で42％、３番目が保育実習で13％である。
これより、平成18年度１年次学生が前年度１年次学
生より、教育実習に対する不安が５％強くなり、保
育所実習に対する不安が逆に５％減少していること
がわかる。施設実習は、他の実習に比べ，対象児・
者に接する機会や施設に関する情報を入手したり、
体験する機会が少ないため、不安感が強くなってい
ると思われる。
42％ 園施設実習
■保育実習
ロ教育実習
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図１－２実習前に最も不安を感じるもの（平成18年度）
9％０％ 
46％ 
4５ (2)実習に対する不安感について
図２－１より、平成17年度１年次学生は、４６％が
「非常に不安」と答え、４５％が「不安」と答えてい
る。「少し不安」は９％である。また、図２－２より、
平成18年度１年次学生は「非常に不安」が39％、「不
安」は47％、「少し不安｣、１４％である。平成18年度
１年次学生は｢非常に不安｣が前年度より７％減少し、
「非常に不安｣、「不安」合わせて86％で、前年度と
の比較より５％減少してきており、不安感の程度が
少しではあるが減少している。
図２－１実習に対する不安感（平成17年度）
39％ 
2．保育所実習保育所（１年次）の不安内容について
(1)平成17年度・１８年度１年次学生の実習不安内容
次に保育所実習保育所で不安に思う内容について
調査した結果を図３に示す。
図２－２実習に対する不安感（平成18年度）
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①平成17年度１年次学生保育実習の不安内容について
図３より、平成17年度１年次学生が「保育実習保育
所」での実習で最も不安に思った項目の第１位から第
６位までは、次の項目である。第１位「部分実習・責
任実習」で88名、第２位「曰案の作成」７６名、第３位
「漠然とした不安」で57名、第４位「日誌の書き方」
で49名、第５位「対象児とのコミュニケーション」４６
名、第６位「指導教師との関わり」４１である。次に多
いのは､第７位｢対象児との関わり方｣39名、第８位｢心
身の健康管理」３８名、第９位～10位「対象児の理解」・
「教材研究」３４名、第11位「実習生としての適切な態
度・行動」２７名、第12位「実習園の理解」１２名である。
次に、各項目の具体的な不安内容を、アンケートの
自由記述回答数の多い順に見てみる。
(１年次）不安の内容
多く、総項目数81件中38件（46.9％)、「計画を実施で
きるか」という不安が22件（27.2％)、「子どもが楽し
んでできるか」ということに対する不安が12件
（14.8％）ある。
「部分実習・責任実習」がきちんとできるか、とい
う漠然とした不安を半数近くの１年次学生が持ってい
る。また、「適切な計画を実行できるか」という計画達
成に対する不安を、１年次学生のおよそ３割近くが
持っている。「子どもが楽しんでできるか」や「責任実
習」ということについてはまだ、具体的には分からず、
漠然と捉えている様子が見える。
表２は不安項目第２位の｢曰案の作成｣(76名回答)に
ついての不安内容を示したものである。
表２日案の作成（76名回答中自由記述回答数83）
表１は平成17年度１年次学生の「部分実習・責任実
習」で不安に思った内容を多い順に示したものである。
表１部分実習・責任実習に対する不安内容
（88名回答中自由記述回答数81）
１２ｉ５ｌ 
表２より、第２位「曰案の作成」の回答数の多い順
に挙げると、「書き方が分からない」５６件（67.5％)、
「日案の立て方がわからない」２２件（26.5％)、「漠然
とした不安」５件（６％）である。このことから、こ
の時期の１年次学生にとり、曰案についての理解不足
や学習不足の実態が伺え、不安内容として反映してい
るようである。
表１より、不安の内容をまとめると、部分実習・責
任実習を「きちんと実習できるか」という不安が最も
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表３は、不安項目第３位の「漠然とした不安」（57名
回答）についての不安内容を示したものである。
表３漠然とした不安（57名回答中自由記述回答数45）
（47.2％)、「施設の入所児・者とどう関わるか」が１４
件（38.9％）「適切に対応できるか」が５件（13.9％）
である。やはり、施設実習を体験していないため、施
設に対する漠然とした不安感を持ち、コミュニケー
ションの方法まで考えるゆとりが無いように見える。【
霞
表６は、不安項目第６位「指導教師との関わり」（４１
名回答）についての不安内容を示したものである。
表６指導教師との関わり（41名回答中自由記述回答数31）
表３より、「漠然とした不安」の中で回答数の多い順
に挙げると、「実習期間やり遂げられるか」という不安
が13件（28.9％)、「何もかも不安」が11件（２４４％)、
「施設の入所児・者に関わる不安」が９件（20％)、
「施設に不慣れなので不安」と「その他」がそれぞれ
６件（13.3％）である。１年次の学生にとり、２月か
ら開始する施設実習に対する「漠然とした不安」が、
不安内容を認識できないまま、更に不安感を募らせて
いるようである。
表６より、「指導教師との関わり」に対する回答数の
中で多い順に挙げると、「どのように接するか」が14件
（45.2％)、「怖い」・「話すタイミングがわからない」
が各６件（19.35％)、「コミュニケーションがとれる
か」が５件（16.1％）である。このことは学生が実習
現場では、指導教師と人間関係を築くことができず、
心を開いて相談できなくている状況を示唆していると
思われる。
表４は、不安項目第４位「曰誌の書き方」（49名回答)、
についての不安内容を示したものである。
表４日誌の書き方（49名回答中自由記述回答数48）
表７は、不安項目第７位「対象児との関わり方」（３９
名回答）についての不安内容を示したものである。
表７対象児との関わり方（39名回答中自由記述回答数32）
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表４より、「日誌の書き方」の中で回答数の多い順に
挙げると、「きちんと書けるか」という不安が19件
（39.6％)、「何を書いたらよいか」が17件（35.4％)、
「きれいに書けない｣、「その他」がそれぞれ６件
（12.5％）である。これより、実習経験の浅い１年次
学生にとり、実習日誌に対する抵抗感と不安感が一緒
になって、「不安」と感じている様子が見受けられる。
表７より、「対象児との関わり方」に対する回答数の
中で多い順に挙げると、「どう関わるか」１６件（50％)、
「関わるのが不安」８件（25％)、「きちんと関われる
か」５件（15.6％)、「問題が生じた時の対応」３件
（9.4％）である。半数の学生が、対象児に対し、どう
関わったらよいのか、戸惑っており、更に詳しく見て
みると、「障害者に対する接し方」や、「養護施設の園
生に対する接し方｣、「乳児に対する接し方」等、それ
ぞれの対象児・者との関わりが、これまで経験がなく、
理解不足、準備不足などからそのような不安内容を
持っているようである。次に、「関わるのが不安」とい
う内容について詳しく見てみると、「怖い｣、「いじめら
れないか心配」等、施設に対する実態に即した正確な
情報の不足等から「関わるのが不安」と回答している
のが見られた。
表５は、不安項目第５位「対象児とのコミュニケー
ション」（46名回答）についての不安内容を示したもの
である。
表５対象児とのコミュニケーション
（46名回答中自由記述回答数36）
表５より、「対象児とのコミュニケーション」に対す
る不安数の中で多い順に挙げると、「どのようにコ
ミュニケーションしたらよいか」という不安が17件
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表８は、不安項目第８位｢心身の健康｣(38名回答)に
ついての不安内容を示したものである。
表８心身の健康（38名回答中自由記述回答数45）
このように、学生の教材に対する取り組みに意識の
違いが見られる。
陰 表11は不安項目第11位｢実習生としての適切な態度・行動」（27名回答）についての不安内容を示したものである。 表１１実習生としての適切な態度・行動
（27名回答中自由記述回答数24）表８より、「心身の健康」に対する回答数の多い順に
挙げると「体調を崩すか不安」が19件（42.2％)、「前
回体調を崩したから」１８件（40％)、「ストレス」８件
（17.8％）である。１年次の学生は、１１月下旬から１２
月初めに保育所実習を終え、２月の施設実習を控えて
おり、体調管理の難しさを体験していることによる不
安内容のようである。 表11より、「実習生としての適切な態度･行動」に対
する回答数の多い順に挙げると、「適切な対応かどう
か｣10件(41.7％)、「適切な言葉遣い･礼儀｣６件(25％)、
「漠然とした不安」・「どの程度まで関わるか」が各４
件（16.7％）である。不安項目を詳しく見てみると、
実習生の態度や行動において「何が適切で、どのよう
な行動がふさわしいのか」判断できなくている様子が
伺える。
表９は不安項目第９～10位の「対象児の理解」（34名
回答）についての不安内容を示したものである。
表９対象児の理解（34名回答中自由記述回答数27）
： 表12は不安項目第12位「実習園についての理解」（１２
名回答）の不安内容を示したものである。
表１２実習園についての理解（12名回答中自由記述回答数７）
表９より、「対象児」に対する回答数の多い順に挙げ
ると、「対応がわからない」９件（33.3％)、「知識がな
い」８件(29.6％)、「行動理解できない」７件(25.9％)、
「対応不安」３件（11.1％）である。様々な対象児の
抱える特徴的な行動や、施設に関する事前学習等が不
足していると学生は感じており、不安項目としてあげ
ている。
表12より、「園の方針理解」４件（57.1％)、「園の盾
報不足」３件（42.9％）となっており、実習先の』情報
が不足していることや、’情報があっても、方針を理解
して行動するのに戸惑っている様子が伺える。表10は不安項目第９～10位の｢教材研究｣(34名回答）
についての不安内容を示したものである。
表１０教材研究（34名回答中自由記述回答数23） ②平成18年度１年次学生保育実習不安内容について
図３より、平成18年度１年次学生が「保育実習保育
所」の実習で、最も不安に思った内容で、第１位から
第６位は次の項目である。
第１位「部分実習・責任実習」８３名、第２位「曰案
の作成」６４名、第３位「実習に対する漠然とした不安」
62名、第４位「対象児との関わり」５９名、第５位「対
象児とのコミュニケーション」５７名、第６位「対象児
の理解」５０名、である。次に多いのは第７位は「実習
生としての適切な態度・行動」４３名、第８位は「指導
教師との関わり方」４１名、第９位から10位は「日誌の
書き方」・「心身の健康管理」それぞれ38名、第11位は
「教材研究」２７名、第12位「実習園についての理解」
12名である。
表10より、「教材研究」に対する回答数の多い順に挙
げると、「何を準備したらよいか」１５件（65.2％)、「子
どもの楽しめる教材は何か」６件（26.1％)、「使用方
法･展開仕方について」２件（8.7％）である。更に詳
しく見てみると、「まず何に取り組んだら良いかわか
らない｣、「思いつかない」という状態の学生から、「子
どもの興味関心を引く教材」や「楽しめる教材｣、「展
開の仕方」等、対象児の方に意識を向けている学生も
いる。
－１８７－ 
1体調を崩すか不安 1９ 
2前回体調を崩したから 1８ 
３ストレス ８ 
1適切な対一応かどうか 1０ 
2適切な言葉遣い・礼儀 ６ 
３漠然とした不安 ４ 
４どの程度まで関わるか ４ 
1対応がわからない ９ 
２知識がない ８ 
3行動理解できない ７ 
４対応不安 ３ 
1園の方針を理解するのに時間がかかる ４ 
２園についての`情報が無い ３ 
1何を準備したらよいか 1５ 
２子どもの楽しめる教材は何か ６ 
3使用方法・展開仕方について ２ 
2６ 斉藤葉子 大木みどり
表13は平成18年度ｌ年次学生の不安項目第１位「部
分実習･責任実習」（83名回答）の不安内容を示したも
のである。
表１３部分実習・責任実習に対する不安内容
（83名回答中自由記述回答数72）
に挙げると、「実習期間やり遂げられるか」という不安
が14件（30.4％)、「何もかも不安」が12件（26.1％)、
「施設の入所児・者に関わる不安」が７件（15.2％)、
「施設に不慣れなので不安」４件（8.7％）「その他」
９件（１９６％）である。１年次の学生にとり、２月か
ら開始する施設実習に対する「漠然とした不安」が、
その不安内容を認識できないまま、更に不安感を募ら
せているようである。噂 表16は、不安項目４位「対象児との関わり方」（59名
回答）についての不安内容を示したものである。
表１６対象児との関わり方（59名回答中自由記述回答数48）
表13より、不安の内容をまとめると、「責任実習が不
安」２６件（36.1％)、「きちんと実習できるか」１６件
（22.2％)、「計画を実施できるか」という不安が16件
（22.2％)、「子どもが楽しんでできるか」１４件
（19.4％）ある。
「責任実習が、不安」については回等数の３割以上
が不安を示し、また、「きちんと実習できるか」・「計画
を実行できるか」という不安項目について合わせてみ
ると、回等数の４割以上が不安を示している。「子ど
もが楽しんでできるか」について約２割、不安を示し
ている様子が伺える。
表16より、「対象児との関わり方」に対する回答数の
中で多い順に挙げると、「どう関わるか｣２７件(56.3％)、
「きちんと関われるか」８件（16.7％)、「関わるのが
不安.怖い」６件（9.4％)、「対象児・者の行動や心情
の理解」２件（％）である。多くの学生が、対象児に
対し、どう関わったらよいのか、戸惑っており、更に
詳しく見てみると、「中高生とのコミュニケーション
のとり方」や、「養護施設の園生に対する接し方｣、「幅
広い年齢とのコミュニケーション｣、「障害を持つ人々
とのコミュニケーションのとり方」等、それぞれの対
象児・者との関わりの経験が乏しく、施設の現場に対
する理解不足や実習前の準備不足などから、このよう
な不安内容を持っていると思われる。次に「関わるの
が不安」という内容について詳しく見てみると、「怖
い｣、「いじめられないか心配」等、施設に対する盾報
不足等から「関わるのが不安」と回答しているのが見
られる。
表14は不安項目第２位の｢曰案の作成｣(64名回答)に
ついての不安内容を示したものである。
表１４日案の作成（64名回答中自由記述回答数55）
不安内容第２位の「日案の作成」について、回答数
の多い順に挙げると、「書き方が分からない」３２件
（58.2％)、「日案の立て方がわからない」１２件
（21.8％)、「漠然とした不安」１１件（20％）である。
このことから、この時期の１年次学生にとり、曰案に
ついての理解不足や学習不足の実態が伺え、不安内容
として反映しているようである。 表17は不安項目第５位の「対象児とのコミュニケー
ション」（57名回答）についての不安内容を示したもの
表15は、不安項目第３位の「漠然とした不安」（62名
回答）についての不安内容を示したものである。
表１５漠然とした不安（62名回答中自由記述回答数46）
である。
表１７対象児とのコミュニケーション
（57名回答中自由記述回答数51）⑥［筐Ⅲ｜Ⅷ [I、表17より、「対象児とのコミュニケーション」に対す
る回答数の中で多い順に挙げると、「どう関わればよ表15より、「漠然とした不安」の中で回答数の多
1８８ 
１責任実習が不安 2６ 
２きちんと実習できるか 1６ 
３計画を実行できるか 1６ 
４子どもが楽しんでできるか 1４ 
１どう関わるか 2７ 
２きちんと関われるか ８ 
３関わるのが不安.怖い ６ 
４問題が生じた時の対応 ７ 
１日案の書き方が分からない 3２ 
２日案の立て方が分からない 1２ 
3漠然とした不安 1１ 
lどう関わればよいか 2６ 
２コミュニケーションのとり方 1２ 
3施設の入所児・者との関わりが不安 1１ 
４行動・心'清の理解 ２ 
1実習期間やり遂げられるか 1４ 
２何もかも不安 1２ 
3施設の入所児・者に関わる不安 ７ 
4施設に不'慣れなので不安 ４ 
５その他 ９ 
実習の事前･事後指導に関する研究(Ｖ） 2７ 
いか」２６件（51％)、「コミュニケーションのとり方」
12件（23.5％)、「施設の入所児・者とどう関わるか」
11件（21.6％)、「行動･心』清の理解」２件（3.9％）で
ある。「適切に対応できるか」が５件（8.8％）である。
やはり、実習前のため、施設に対する漠然とした不
安感、対象児・者との関わりに対する戸惑いがみられ
る。また、学生は、様々な現場の情報に触れる機会も
少ないため、不安を示している者が多いと思われる。
｢どう関わればよいか」・「コミュニケーションのとり
方」を合わせて38件（74.5％）もあることを見ても、
この課題が学生にとって大きな位置を占めていると思
われる。「施設の入所児･者との関わりが不安」という
中には、詳しく見てみると、「受け入れてもらえるか｣、
「会話でなく、肌の触れあいでコミュニケーションす
ることに対する不安｣、「幼児から高校生までいるので、
最後まで元気でいられるか不安」等、様々な不安を
持っている様子が伺える。
「適切な言葉遣い・礼儀」１１件（28.9％)、「どの程度
まで関わるか」が４件（10.5％）である。不安項目を
詳しく見てみると、「どのような言葉遣いや行動がふ
さわしいのか」や、「その場に応じた対応ができるのか
不安」等、ほぼ、９割の学生が不安に挙げている。
表20は不安項目第８位、「指導教師との関わり方」
(41名回答)についての不安内容を示したものである。
表２０指導教師との関わり（41名回答中自由記述回答数2８
上
表20より、「指導教師との関わり」に対する回答数の
中で多い順に挙げると、「どのように接するか」が13件
（46.4％)、「怖い」７件（25％)、「話すタイミングが
わからない」３件（10.7％)、「コミュニケーションが
とれるか」・「互いに理解しあえるか」各２件（7.1％）
である。これより、人間関係を築いていくことに関し
て、戸惑っている様子が伺える。その結果、質問事項
があっても、尋ねることが出来ず、問題を解決しない
まま実習を終えてしまうことも予想される。
表18は不安項目第６位「対象児理解」（50名回答）に
ついての不安内容を示したものである。
表１８対象児の理解（50名回答中自由記述回答数43）
１
２
 
２
１
 
表21は不安項目第９位～10位、「心身の健康管理」
(38名回答）についての不安内容を示したものである。
表２１心身の健康（38名回答中自由記述回答数36）
表18より、「対象児」に対する不安項目の多い順に挙
げると、「行動理解できない」２１件（46.5％)、「対応が
わからない」１２件（27.9％)、「知識がない」５件
（11.6％)、「対応不安」２件（4.5％）である。様々な
対象児の抱える特徴的な行動や、施設に関する事前学
習等が不足していると学生は感じており、不安項目と
してあげている。
５
１
 
１
１
 
表21より、「心身の健康」に対する回答数の多い順に
挙げると「体調を崩すか不安」が15件（41.7％)、「前
回体調を崩したから」１１件（30.6％)、「ストレス」・
「宿泊実習に対する不安」各５件（13.9％）である。
「体調を崩す」ことに関する不安が合計26件
（72.2％）もあり、実習において心身の健康管理の大
切さと難しさを自覚しているように思われる。「スト
レス｣や｢宿泊実習｣に関する不安が合計10件(27.8％）
あり、その内容を見てみると「落ち込みが激しいので
やっていけるか不安｣、「２月(冬の時期)に実習するか
ら｣、「県外での実習だから｣、「ストレスで体を壊さな
いか｣、「先生の目が怖い｣等、実習に行く前からストレ
スを高めている様子が感じられる。
表19は不安項目第７位、「実習生としての適切な態
度･行動」（43名回答）についての不安内容を示したも
のである。
表１９実習生としての適切な態度・行動
（43名回答中自由記述回答数38）
２
１
１
 
１
１
１
 
表19より、「実習生としての適切な態度･行動」に対
する回答数の多い順に挙げると、「漠然とした不安」１２
件（31.2％)、「適切な対応かどうか」１１件（28.9％)、
－１８９－ 
１どのように接するか不安 1３ 
21|布い ７ 
３話すタイミングがわからない ３ 
４コミュニケーションがとれるか ２ 
5互いに理解し合えるか ２ 
1行動・心の状態等が理解できない 2１ 
２対応がわからない 1２ 
３知識がない ５ 
４対応不安 ２ 
1体調を崩すか不安 1５ 
２前回体調を崩したから 1１ 
３ストレス ５ 
４宿泊実習に対する不安 ５ 
1漠然とした不安 1２ 
2適切な対応かどうか 1１ 
３適切な言葉遣い・礼儀 1１ 
４どの程度まで関わるか ４ 
2８ 斉藤葉子大木みどり
表22は不安項目第９位～第10位、「曰誌の書き方」
(38名回答）についての不安内容を示したものである。
表２２日誌の書き方（38名回答中自由記述回答数32）
が不足している実態がわかる。また、情報があっても、
「その園の方針にきちんと沿ってできるか｣、「仏教の
関わりの強い園なので不安｣、「キリスト教などに慣れ
るのに時間がかかりそう」等、方針を理解して行動す
るのに戸惑っている様子が伺える。これは少数回答で
はあるが、学生の多くが、実習先の情報を、事前に知
りたがっており、しばしば相談に来る内容でもある。菅
表22より、「日誌の書き方」の中で回答数の多い順に
挙げると、「何をどのように書くか」１５件（46.9％)、
「きちんと書けるか」９件（28.1％)、「その他」８件
（25％）である。その他の内容を見てみると、「時間が
かかりそうだ。園によっていろいろ違う。初めて書く
のでよくわからない｡」等､実習日誌に対する抵抗感と
不安感が一緒になって、「何をどのように書くのか」と
いうことがわからなくなってきている様子が見える。
③平成17年度・平成18年次１年次の不安内容項目の比
較
図３より、平成17年度と18年度の不安項目の回答数
に差が見られる項目について比較する。
平成17年度１年次学生の不安内容項目で平成18年度
結果と比較して、回答数の多い項目順に見てみると、
「曰案の作成」については、平成17年度の回答数が７６
であるのに対し、平成18年度は64である。「日誌の書
き方｣については、１７年度の回答数が､４９であるに対し、
18年度は38である。「教材研究」は、１７年度が34である
のに対し、１８年度は27である。このように平成17年度
１年次学生は、主に保育実践に関わる曰案や、教材研
究・日誌の書き方などに不安を感じている。
平成18年度で回答数の多い項目のうち、「対象児の
理解」について平成17年度は34であるのに対し、平成
18年度は50である。「対象児との関わり方｣については
平成17年度の回答数は39で、平成18年度は59である。
「実習生としての適切な態度・行動」については、平
成17年度は27であるのに対し、平成18年度は43である。
「対象児とのコミュニケーション」については、平成
17年度は46であるのに対し、１８年度は57である。この
ように平成18年度１年次学生は対象児との関わりに関
する項目に不安を感じている様子が伺える。
表23は不安項目第11位、「教材研究」（27名回答）に
ついての不安内容を示したものである。
表２３教材研究（27名回答中自由記述回答数19） …
蝉
咋
機表23より、「教材研究」に対する回答数の多い順に挙
げると、「何を準備したらよいか」１０件（52.6％)、「年
齢に合った教材は何か」４件（21.1％)、「使用方法・
展開仕方について」３件（15.8％）「子どもの楽しめる
教材は何か」２件（10.5％)、である。更に詳しく見て
みると、「まず何に取り組んだら良いかわからない｣、
「思いつかない」という状態の学生がいる一方、「年齢
にふさわしい教材を作るにはどうするか｣、「子どもの
興味関心を引く教材」や「楽しめる教材｣、「展開の仕
方」等、対象児の方に意識を向けている学生もおり、
教材研究に取り組む意識の違いが見られる。
3．平成17年度1年次学生・18年度２年次学生実習調査
結果比較
次の図４－１～図４－１５は、平成17年度１年次学
生・平成18年度２年次学生に対するアンケート調査結
果を示したものである。それぞれの結果を比較しなが
ら、同学年学生の１年後の実習に対する意識の変化を
分析する。
表24は不安項目第12位、「実習園についての理解」
(12名回答)についての不安内容を示したものである。
表２４実習園についての理解（12名回答中自由記述回答数７）
図４－１より、「実習の開始時期」は、平成17年度１
年次学生と平成18年度２年次学生において、「ちょう
ど良い」とするものが１年次86％、２年次89％と、ほ
とんど差がみられなかった。「ちょうど良い｣とするも
のが、両学年共に９割近く見られた。「遅すぎる｣につ
いては、２年次学生が5.4％１年次学生より多い。
表24より、「園の方針理解」４件（57.1％)、「園の情
報不足」３件（42.9％）となっている。さらに詳しく
回答内容を見てみると「授業で聞いたがまだよくわか
らない｣、「実習報告所を見てもあまり参考にならな
い｣、「県外なので全く,情報が無い」等、実習先の情報
－１９０－ 
1何をどのように書くか 1５ 
２きちんと書けるか ９ 
３その他 ８ 
1何を準備したらよいか 1０ 
２年齢にあった教材は何か ４ 
３使用方法・展開仕方について ３ 
４子どもの楽しめる教材は何か ２ 
1園の方針を理解するのにH寺間がかかる ４ 
２園についての情報が無い ３ 
実習の事前･事後指導に関する研究(Ｖ） 2９ 
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早すぎるちょうど良い遅すぎる
図４－１実習の開始時期
大変良かったある程度良かったあまり良くなかった
図４－３全体的な感想
図４－２より、「実習期間」についても同様に「ちょ
うど良い」とするものが１年次学生83％、２年次学生
79.4％と、両学年とも８割近くで、あまり差はみられ
ない。「長すぎる」とするものは、２年次学生が19.6％、
１年次学生が７％、「短すぎる」とするものは、１年次
学生が10％、２年次学生が0.9％で、２年次学生と比べ
9.1％も１年次学生が多い。
「服装・態度・意欲」については、「十分できた」が
１年次68％、２年次62％と、１年次学生の方が２年次
学生より自己評価が高かったが、「ある程度できた」の
項目とあわせてみると、ほとんどの学生が、「十分でき
た｣、「ある程度できた」と良い評価をしている。
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十分できたある程度できたできなかった
図４－４Ｈ艮装・態度・意欲
短かすぎるちょうど良い長すぎる
図４－２実習時間 図４－５より、「コミュニケーション」については
「できるようになった」は、１年次が43％だったのに
対し、２年次の方が61.7％となり、１年次に比べて
18.7％も多くなっている。これは、これまでの実習の
中でコミュニケーション力が培われてきた結果による
ものと考えられる。「まだできない」についても、１年
次学生が５％で、２年次の方が1.9％と少なくなって
きている。
図４－３より、実習に対する「全体的な感想」では、
「大変良かった」とするものが１年次学生は47％、２
年次学生は38.3％と、前年度より、２年次になって印
象が悪くなっている学生が8.7％も増えている。「ある
程度よかった」とするものは２年次50％、１年次48％
とあまり差はみられなかった。「あまり良くなかった」
は、２年次が7.1％も増えている。これは、１年次の観
察中心の実習内容から、年次では実践的な実習内容と
なっており、部分・責任実習の曰案作成をはじめ、日
誌への記録や日々の保育自体が主体的な対応を求めら
れるため、その負担感が影響しているものと推察され
る。
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できるようになったある程度できるようになったまだできない
図４－５コミュニケーション
次に図４－６より、「乳幼児との遊び」については、
２年次学生の57.9％、１年次の学生47％が「できるよ
うになった」と答えており、２年次の学生の方が
10.9％多い。このことは、１年次に「ある程度できる
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図４－９より、「曰誌・日案」については、「まだで
きない」が１年次では38％だったのに対し、２年次で
は24.3％と13.7％減少している。「ある程度できるよ
うになった」については１年次が54％であるのに対し、
２年次は66.4％と12.4％多くなっており、「日誌・曰
案」の書き方に少し慣れてきている様子が伺える。
ようになった」と回答した学生が、２年次では「でき
るようになった」と回答したためであり、自信を持っ
てきている様子が感じられる。「できない｣学生は両方
とも５％以下である。
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できるようになったある程度できるようになったまだできない
図４－６乳幼児との遊び
できるようになったある程度できるようになったまだできない
図４－９日誌・日案図４－７より、「乳幼児の心の理解」は、「ある程度
できるようになった」が１年次65％であるのに対し、
２年次72.9％と7.9％多くなっている。「まだできな
い」についてはｌ年次学生30％、２年次学生15.9％と、
14.1％も１年次に比べて減少している。「できるよう
になった」は、１年次５％であるのに対し２年次
11.2％と、６．２％多くなっている。「できるようになっ
た」と「ある程度できるようになった」あわせて２年
次学生は89％、１年次学生は70％と、やはり２年次学
生のほうが19％多くなっている。
図４－１０より、「教材研究」は「まだできない」が１
年次65％であるのに対し、２年次では29％と、３６％も
減少している。「ある程度できるようになった」は、１
年次学生は33％であるのに対し、２年次は61.7％と、
28.7％も多くなっている。「できるようになった｣につ
いても１年次が３％であるのに対し、２年次は9.3％
と6.3％多くなっている。この変化は、授業や実習を
通して学んだことを反映していると思われる。「まず
何に取り組んだら良いかわからない｣、「思いつかな
い」という１年次での状態から、２年次では授業や実
習での実践体験を重ねることにより、「子どもの興味
関心を引く教材」や「楽しめる教材｣、「展開の仕方」
等、対象児の方に意識を向けて教材研究できるように
成長してきている様子が伺える。
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できるようになったある程度できるようになったまだできない
図４－７￥し幼児,､の理解
図４－８より「実習に対する自信」については、「ま
だ自信がない」は、１年次学生が73％であるのに対し、
２年次では63.6％と9.4％しか減少しておらず、実習
に対する自信を得ることの難しさを示している。
できるようになったある程度できるようになったまだできない
図４－１０教材研究
図４－１１より、「園のスケジュールの理解」について
は、「できるようになった」は１年次学生が52％、２年
次学生が48.1％、「ある程度できるようになった」が、
１年次学生48％、２年次学生47.2％、とほぼ同じであ
る。「まだできないは」２年次のみ５％である。
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自信がついたある程度自信がついたまだ自信がない
図４－８実習に対する自信
－１９２－ 
実習の事前･事後指導に関する研究(Ｖ） 3１ 
分受けられた」は、１年次が60％であるのに対し、２
年次は６４５％で5.4％多い。「受けられなかった」は、
１年次が２％で、２年次が1.9％とほとんど差が無い。
保育所における「適切な指導」については、それぞれ
６割以上の学生が「十分受けられた」と答え、「受けら
れなかった」という学生がほとんど見られなかったの
は、現場の指導体制がしっかりしていることを示して
いると思われる。
600％ 
500％ 
40.0％ 
30.0％ 
20.0％ 
10.0％ 
００％ 
できるようになったある程度できるようになったまだできない
図４－１１園のスケジュールの理解 700％ 
60.0％ 
500％ 
40.0％ 
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20.0％ 
10.0％ 
0.0％ 
図４－１２より、「園の環境整備」については、「でき
るようになった」が１年次では53％であるのに対し、
２年次は63.6％と、１０．６％多くなっている。これは、
２年次になって部分・責任実習を体験したことにより、
環境整備の意味を理解し、積極的に取り組んでいる結
果と思われる。１．２年次とも「まだできない」学生
はほとんど見られず、「園の環境整備」については、こ
の調査では苦手意識は感じられない。
十分受けられたある程度受けられた受けられなかった
図４－１４適切な}旨導
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図４－１５より、「保育士や保育所の役割の理解」につ
いては、「できるようになった」については、１年次が
30％、２年次が29.9％でほとんど変化が見られない。
また、「ある程度できるようになった」についても、１
年次65％、２年次66.4％とほとんど変化がみられない。
「まだできない」｜こっては１年次が５％、２年次が
3.7％とｌ年次の方が幾分多いだけである。
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できるようになったある程度できるようになったまだできない
図４－１２園の環境整備
図４－１３より、「質問や意見を言う」については、「で
きるようになった｣は、１年次が、１８％であるのに対し、
２年次は25.2％と7.2％多い。「まだできない」は、１
年次が18％であるのに対し、２年次は10.3％と7.7％
減少している。２年次では、様々な実習の経験を通し
て、しだいに指導者との人間関係が作れるようになり、
コミュニケーションが取れるようになってきているこ
とを示していると思われる。
できるようになったある程度できるようになったまだできない
図４－１５保育士や保育所の役害Ｉ
Ⅳ．まとめ
本研究結果を以下に箇条書きでまとめる。
１．施設実習・保育所実習・教育実習の中で１年次学
生が最も不安に感じている実習は施設実習が45％で、
約半数を占めている。
２．平成17年度･平成18年度保育実習保育所（１年次）
の不安内容項目で第１位は「部分実習・責任実習｣、
第２位は「曰案の作成｣、第３位「実習に対する漠然
とした不安」である。
３．平成17年度・平成18年度１年次学生の不安項目の
比較の結果、平成17年度１年次学生の不安項目回答
数の多い順に、「日案の作成｣、「日誌の書き方｣、「教
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できるようになったある程度できるようになったまだできない
図４－１３質問や意見を言う
次に図４－１４より、「適切な指導」については、「十
－１９３－ 
3２ 斉藤葉子 大木みどり
を図る必要があると考えられる。材研究」であり、平成18年度は、「対象児の理解｣、
「対象児との関わり方｣、「実習生としての適切な態
度・行動｣、「対象児とのコミュニケーション」であ
る。
平成17年度１年次学生は、主に保育実践に関わる
日案や、教材研究・日誌の書き方などに不安を感じ
ている。また、平成18年度１年次学生は対象児との
関わりに関する項目に不安を感じている。
４．平成17年次１年次学生と平成18年度２年次の学生
の不安内容項目を比較した結果、最も変化した不安
項目は「教材研究」についてである。「教材研究」に
ついて、１年次では65％が「できない」と回答して
いたが、２年次では、７１％が「できる．ある程度で
きる」となり、大きく変化している。また、「乳幼児
の心の理解」については、「まだできない」について
は、１年次では30％だったのが２年次では15.9％と、
１４．１％も減少し、「乳幼児の心の理解」が深まってき
ていることが伺える。しかし、「実習に対する自信」
の項目については、「まだ自信がない」について１年
次では73％、２年次では63.6％と10％しか改善され
ておらず、「実習に対する自信」を得ることの難しさ
を表しているものと推測される。
５．１年次の「不安意識」について概観すると、具体
的な不安内容を認識しないまま、「不安感」を募らせ
ている実態が浮かび上がってくる。この状態を改善
していくには、学生が各自の実習における問題点を
具体的に認識し、課題取り組み、実践していくこと
が必要である。そのためには、取り組みやすい課題
から着手することである。その一つの取り組みとし
て、平成17年度１年次保育所実習実施に向けて、１
年次より音楽Ⅳの授業の中で絵本を用いた即興表現
や模擬実習等の取り組みを実践してきている。２年
次に対しては表現Ⅱでコミュニケーション遊びなど
などを取り入れており、他の教科でも同様な実習現
場に関わるための手がかりをつかむための取り組み
がなされている。
このような取り組みは、実習の事前学習意欲を高め、
実習に対する具体的な取り組みを認識するのに役立っ
ている。さらに、学生自身が保育現場を知るための機
会を自主的に増やし、実体験を積み重ねることにより、
実態に即した情報を入手することが大切である。
今後の課題として、このような取り組みを実現して
いくためには、オリエンテーションの機会を積極的に
利用して事前に子どもたちと関わる機会を持つなど、
さらに大学と実習現場との関係を密にしていくことが
必要である。また、学内の実習指導においても、実習
前の体験的な内容を多く取り入れるなど、指導の充実
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－１９４－ 
実習の事前･事後指導に関する研究(Ｖ） 3３ 
平成１７年度保育所実習についてのアンケート鯛査（Ｈ１８．２．ｅ）
実習委員会では、これからの保育所での実習を、より意義のある実習にするために、実
習を体験してきた皆さんにアンケートをとることにしました｡以下の問いに答えてくださ
い。回答はすべて回答用紙に記入してください。
●アンケートその１
Ｌ次の実習の中で、実習前に最も不安を感じるものはどれですか。○をつけて下
さい。
ａ施設実習ｂ保育実習ｃ教育実習
Ⅱ実習に対する不安感について
Ａ・非常に不安であるＢ不安であるＣ少し不安であるＤ不安は無い
Ａ、Ｂ、Ｃに○をつけた人は、次に示す①～⑫の該当する項目に○をつけ、下記の空
欄に、できるだけ具体的にその内容について書いて下さい。
①実習に対する漠然とした不安
②実習生としての適切な態度・行動
③心身の健康管理
④対象児の理解
⑤対象児とのコミュニケーション
⑥対象児との関わり方
⑦日誌の書き方
⑧教材研究
⑨日案の作成
⑩部分実習・責任実習
⑪実習園についての理解
⑫指導教師との関わり方
－１９５－ 
3４ 斉藤葉子大木みどり
●アンケートその２
１．実習の開始時期（11月２１日～）については、どうだったでしょうか。
Ａ早すぎる
Ｂちょうど良い
０.遅すぎる
2．実習期間（二週間）については、どうだったでしょうか。
Ａ短すぎる
Ｂちょうど良い
Ｏ長すぎる
3．全体的に保育所実習について、どんな感じを持ったでしょうか。
Ａ大変良かった
Ｂある程度良かった
Ｏ余り良くなかった
４．次の各項目について、該当する答を－つ選んでください。
①実習生として、ふさわしい服装や態度、または意欲を待って実習することができまし
たか。
Ａ＋分できた
Ｂある程度できた
Ｏできなかった
②乳幼児とのコミュニケーションが行えるようになったと思いますか。
Ａできるようになった
Ｂある程度できるようになった
Ｏまだできない
③乳幼児の遊びの中に入り込むことができるようになったと思いますか。
Ａできるようになった
Ｂある程度できるようになった
Ｃまだできない
④それぞれの乳幼児の心を理解できるようになったと思いますか。
Ａできるようになった
Ｂある程度できるようになった
Ｏまだできない
⑤自分一人で部分実習や責任実習をする自信がつきましたか。
Ａ自信がついた
Ｂある程度自信がついた
ｏまだ自信がない
⑥日誌、曰案などの記録は、できるようになったと思いますか。
Ａできるようになった
Ｂある程度できるようになった
Ｏまだできない
⑦テーマを決めて教材研究をして､それに基づいて保育することができるようになった
と思いますか。
Ａできるようになった
Ｂある程度できるようになった
Ｏまだできない
－１９６－ 
実習の事前･事後指導に関する研究(Ｖ） 3５ 
③園での１日のスケジュールを理解し､それに合わせて行動できるようになったと思い
ますか。
Ａできるようになった
Ｂある程度できるようになった
Ｏまだできない
⑨園の環境整備（清掃や片付け等）などの作業ができるようになったと思いますか。
Ａできるようになった
Ｂある程度できるようになった
Ｏまだできない
⑩先生方に適切に質問したり、自分の意見を言うことができるようになったと思います
か。
Ａできるようになった
Ｂある程度できるようになった
Ｏまだできない
⑪先生方から、適切な指導を受けられたと思いますか。
Ａ十分受けられた
Ｂある程度受けられた
０受けられなかった
⑫保育士や保育所の役割について理解できるようになったと思いますか。
Ａできるようになった
Ｂある程度できるようになった
Ｏまだできない
５.保育所での実習について、次の項目に関して問題点や、不明な点があればなるべく具
体的に記入してください。
①実習依頼の方法について
②実習園との連絡方法について
③実習前の準備（教材など）について
④実習内容（部分実習．責任実習）について
⑤保育所の先生方の指導について
⑥その他、各自が疑問に思ったこと
－１９７－ 
3６ 斉藤葉子大木みどり
教育実習(必修)についてのアンケート（その１）
2年組一一.番氏名
・実習の開始時期（９月２日～）については、どうだったでしょうｍ
Ａ早すぎる
Ｂ、ちょうど良い
ｃ、遅すぎる
・実習期間（3週間）については、どうだったでしょうか。
Ａ短すぎる
Ｂ、ちょうど良い
Ｃ長すぎる
・全体的に教育実習について、どんな感じを持ったでしょうか。
Ａ大変良かった
Ｂ、ある程度良かった
ｃ、あまり良くなかった
・次の各項目について、該当する答えを一つ選んでください。
①実習生として、ふさわしい服装や態度、または意欲を持って実習することができましたか。
十分できた
ある程度できた
できなかった
幼児とのコミュニケーション力垳えるようになったと思いま･すう力も
できるようになった
ある程度できるようになった
まだできない
幼児の遊びの中に入りこむことができるようになったと思います力卍
できるようになった
ある程度できるようになった
まだできない
それぞれの幼児の心を理解できるようになったと思いま柿も
できるようになった
ある程度できるようになった
まだできない
自分一人で１日保育を任されても、できる自信がつきましたか。
●
●
●
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⑤ 
－１９８－ 
実習の事前･事後指導に関する研究(Ｖ） 3７ 
Ａ・自信がついた
Ｂある程度自信がついて
ｃ、まだ自信がない
⑥日誌日案などの記録は、できるようになったと思いますﾗｳも
Ａできるようになった
Ｂある程度できるようになった
Ｃまだできない
⑦テーマを決めて教材研究をして、それに基づいて保育することができるようになったと思います
か。
Ａできるようになった
Ｂある程度できるようになった
Ｃ、まだできない
⑧園での１日のスケジュールを理解し、それに合わせて行動できるようになったと思いますか。
Ａできるようになった
Ｂある程度できるようになった
Ｃまだできない
⑨園の環境整備(清掃や片付け割などの作業ができるようになったと思います力も
Ａできるようになった
Ｂ、ある程度できるようになった
Ｃまだできない
⑩先生方に適切に質問したり、自分の意見を言うことができるようになったと思います畑
Ａできるようになった
Ｂある程度できるようになった
Ｃ、まだできない
⑪先生方から、適切な指導を受けられたと思いますか。
Ａ十分受けられた
Ｂ、ある程度受けられた
Ｃ受けられなかった
⑫幼稚園鞭i論や幼稚園の役割について、理解できるようになったと思います7,.
Ａできるようになった
Ｂある程度できるようになった
Ｃまだできない
－１９９－ 
3８ 斉藤葉子大木みどり
教育実習(必修)についてのアンケート（その２）
2年組 番氏名
1．責任実習の指導案作成する上で困難に思った内容について該当する記号に丸をつけ、その内容
を具体的に書いてください。
a・テーマ・活動内容の決定
b，保育iiilU材の選択・準備
c・対象児の理解と実態把握
｡、活動の流れ・保育展開の方法
e・環境構成
ｆ保育活動の実践計画立案
ｇその他
－２００－ 
実習の事前･事後指導に関する研究(Ｖ） 3９ 
2．責任実習の実践で困難に思った内容について該当する記号に丸をつけ、その内容を具体的に書
いてくださいｂ
ａ、導入方法(活動内容の導入仕方・ルール等の説明など）
b，保育教材の準備
c・展開方法
｡、幼児の把握
e・個々の幼児に対する対応と集団の把握
ｆその他
3．これまでの実習を通し、実習前、実習後で、自分自身どのように変わってきたか、特に印象の
強い実習についてその変化の内容を具体的に書いてください｡徐白が足りない場合は､裏面に
も書いてください｡）
－２０１－ 
4０ 斉藤葉子大木みどり
ＳＵＭＭＡＲＹ 
ＹｏｋｏＳＡｌＴｏ， 
ＭｉｄｏｒｉｏｏＫｌ： 
ＡＳ↑ｕｄｙｏｎＰｒｅｑｎｄＰｏｓ↑-GuiddnceforPrqclicdlExercise（Ｖ） 
－TheConsciousnessofourFreshmqnｏｎｄＳｏｐｈｏｍｏｒｅＳ↑ｕｄｅｎｆｓｉｎＰ｢qdicqlExercise-
Thepurposeofthisstudyistograsptheconsciousnessofstudentsbefbre1inurserypracticalexercisei１． 
Weconductedaquestionnaireonourficeshmanandsophomorestudentsbefbrenurserypracticalexercise・
Theresultsofresearchesarebellow6 
1)Innurserypracticalexercisein2005,mostofstudentsareanxiousaboutwPlanningProgram1I,'１Writingmethod 
fbrnursingmaterials1'・
Innurserypracticalexercisein2006,mostofstudentsareanxiousabout''understandingofchildren'VSupports 
appropriatefbrchild-care'１，１１Suitableattitudeandaptbehavior'１，and1Communicationwithchildreni１． 
２)Comparetheconsciousnessoffreshmanwiththesophomorestudents、
６５％fiFeshmanareanxiousabout11researchfbrnurserymaterials，ａｎｄ２９％sophomorestudentsareanxious 
aboutit、
3)７３％freshmanarewithoutconfidenceonnurserypracticalexercise,ａｎｄ63.6％sophomorestudentsarewithout 
confidenceonitltshowsusthattheygainconfidenceisdifficultfbrthem、
’１Themanifbldplanfbreducationalpracticeisimportantfbrthestudentstogainconfidenceinthemselves・'１
(YBAITOandMOOm；UyoGakuenCollege） 
－２０２－ 
